
 
 

一 

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
本
文
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健

康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
要
措
置
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
等
に
対
し
、
相
当
の
期
限
を

定
め
て
、
当
該
要
措
置
区
域
内
に
お
い
て
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
七
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

っ
て
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
（
次
項
に
お
い
て
「
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
、
関
係
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法



 

二 

律
第
九
十
一
号
）
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

第
八
条
の
改
正
規
定
を
削
る
。 

第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
の
う
ち
第
一
号
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
二
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
六
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項

た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
」
に
、
「
並
び
に
第
九
条

第
四
項
」
を
「
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
並
び
に
第
二
十
七
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、

同
条
第
五
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
五
条

第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第



 
 

三 

二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 
第
三
条
第
五
項
の
確
認
の
取
消
し
に
関
す
る
事
務 

第
三
十
条
を
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
す
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
条
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
す
る
。 

第
八
条
の
次
に
二
条
、
節
名
及
び
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
九
条
第
一
号
及
び
第
十
条
中
「
の
規
定
に
よ
り
都
道

府
県
知
事
か
ら
指
示
を
受
け
た
者
が
当
該
措
置
等
」
を
「
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
基
づ
く
汚
染
の
除
去
等
の
措

置
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

附
則
第
五
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。 

附
則
第
四
条
中
「
前
二
条
」
を
「
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。 

附
則
第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加

え
る
。 

第
四
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
土
地
（
土
壌
汚
染
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
土
地
に
限



 

四 

る
。
）
で
そ
の
面
積
が
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
た
も
の
又
は
次
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
通
知
を
受
け
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
五
条
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
も
の
」
と

す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
に
つ
い
て
、
特
定
調
査
（
公
正
に
、
か
つ
、
第
三
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
土
壌
の
汚
染
の
状
況
の
調
査
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
は
、

同
条
第
一
項
の
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
報
告
に
係
る
特
定
調
査
は
、
土
壌
汚
染
状
況
調
査
と
み
な
す
。 

第
五
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
所
在
を
把
握
す
る
た
め
、

必
要
な
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
調
査
の
結
果
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
所
在

が
判
明
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
等
に
そ
の
土
地
が
同
項
に
規
定
す
る
土

地
で
あ
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


